











ろ、「を VN だ」の形式は、468 語中の 392 語（83.7%）に関して当該形式が使用されてい







日本語には、「する」（軽動詞／ light verb、Grimshaw & Mester 1988）とともに複合動詞（サ






Mester 1988; Hasegawa 1991; Hoshi 1994; Matsumoto 1996; Miyamoto 1999; Ohara 2000; 

















































（5）これは　［NP ［人を襲う］ 熊］ です。





















佐藤（2011）は、実験的に 472 語の動名詞について Google 調査を行い、その結果、4 分の
















の VN ダ構文は、アスペクト・テンス・モダリティ等の点を除いて、（1）の VN スル構文
と同じような事象を表している。すなわち、（1）においても、（2）においても、「練習」と
いう活動において、「太郎」の指示物が動作主として参加し、「ピアノ」の指示物が対象と














に分けられている（益岡 2008、pp.3-5）。この分類において、ヲ格をとる VN ダ構文は一般
の名詞述語文とは異なり、下の分類における動的事象を表すと思われる。
（11）益岡（2008）による事象のタイプ
  叙述  属性叙述 内在的属性
      非内在的属性
    事象叙述 静的事象






























































（同じような文が、Matsumoto 1996、p. 81, footnote 10; Sells 1996、p. 617, footnote 10; 






以上のように、ヲ格以外の格をとる VN ダ構文は指摘されていたが、ヲ格をもった VN
ダ構文は指摘されていなかった、それに対して、Sato（2008）および鈴木（2010）は、ヲ
格をともなった（25）のような VN ダ構文を提示している。（3） 
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（25）タレント橋下徹知事が、全国知事会を批判だそうな。




















































（28） a.  6 つの辞典（『大辞林』『学研国語大辞典（第 2 版）』『新明解国語辞典（第 4 版）』
『三省堂国語辞典（第 4 版）』『岩波国語辞典（第 4 版）』『例解国語辞典（第 3 版）』）
全てがサ変動詞として扱っているもの













なお、今回、検索の対象とした語数 468 は、佐藤（2011）より 4 語少ない、これは、佐藤（2011）
が扱ったサンプル（472 語）のうち 4 語が自他同形であることが判明したからである。
上の動名詞のうち、「する」と複合動詞を作った際、他動詞のみの形になるもの 468 語を対
− 43 −
象に調査を行った。調査期間は、2011 年 9 月 8 日より 10 月 11 日までであり、Google 検索オ
プションの「語順も含め完全一致」を選び、468 語の動名詞の「を VN だ」「を VN 中」の形
式の存在の有無を、検索された項目の最初の 20 件の中から選び出した。（検索された件数が
20 件より少ない場合は、それ以下の数の中から探し、場合によっては、何も検索されないこと
もあった。）20 件の中から少なくとも 1 件のテキスト中に当該形式があれば、当該形式は存在





研究がなされており（Hasegawa 1991; Hoshi 1994; Iida 1987; Iwasaki 1999; Manning 1993; 
Matsumoto 1996; Miyagawa 1991; Miyamoto 1999; Ohara 2000; Ohta 1994; Sato 1993b; 
Shibatani & Kageyama 1988; Takahashi 2000; 影山 1993；杉岡 2009 等）、十分にその存在















表 2．「を VNだ」「をVN中」が初めの 20 件中に出現した動名詞の語数
検索形式 語数
「を VN だ」 392 （83.7%）
「を VN 中」 408 （87.2%）
全体 468 （100%）
− 44 −





て排除されたことから、検索数が上がったと思われる。表 2 には示していないが、「を VN
だ」と「を VN 中」の両方の形式に現れた動名詞は、363 語であった。これは、全体（468 語）
のうち 77.6% であり、「を VN だ」の形式で現れた動名詞（392 語）のうちの 92.6% が「を
VN 中」としても現れており、「を VN 中」の形式で現れた動名詞（408 語）のうち 89.0%
が「を VN だ」の形式で現れていた。すなわち、「を VN だ」と「を VN 中」に現れる動名
詞は大多数が同じものであったと言えよう。
表 3 は、佐藤（2011）における検索数である。
表 3．佐藤（2011）において初めの 20 件中に当該形式が出現した動名詞の語数
検索形式 語数
「を VN だ」 125 （36.4%）
「を VN か」 190 （40.3%）
「を VN だ」／「を VN か」 236 （50.0%）
「を VN 中」 263 （55.7%）
全体 472 （100%）
「を VN だ」形式で現れた動名詞の語数は、本調査においては 392 語（83.7%）であった
が、佐藤（2011）においては 125 語（36.4%）であった。佐藤（2011）においては、4 分
の 1 ほどしか当該形式が出てこなかったことから、コピュラがゼロ形式で出ていると思わ
れる「を VN か」という形式における出現数も調べた。その結果、472 語の動名詞のうち「を
VN だ」と「を VN か」のどちらかの形式として（場合によっては両方の形式として）現
れた動名詞を合計して236語（50.0%）とし、二形式合わせて初めて「をVN中」の件数（263語，
55.7%）に近くなった。これに対して、本調査においては、「を VN か」形式の検索数を考
慮せずとも、「を VN だ」形式のみの出現数でも、8 割を超え、「を VN 中」と近い割合となっ
















をともなう VN ダ構文）、「を VN 中」の形式で現れるかを探った。初めの 20 件に当該形式
があった場合、当該形式が存在する動名詞とし、初めの 20 件に当該形式がなかった場合、
当該形式が存在しない動名詞と分類した。その結果、本調査においては、468 語の動名詞
中の 83.7%（392 語）がヲ格をともなう VN ダ構文として現れることが確認できた。一方、
現在までの先行研究において広く動名詞構文の一つとして認められている「を VN 中」の
構文に関しては、468 語のうち 87.2%（408 語）が当該形式で現れることが確認された。ど













あると認める（Sato 1993; Saito & Hoshi 2000 等）考えのほか、動詞であるという立
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The actual frequency of the o-VN-da construction: 
A replication of Sato 2011
Yutaka SATO
This paper investigated the actual use of a Japanese construction with a verbal noun 
(VN), using the Google search engine. The construction investigated consists of a Japanese 
verbal noun followed by a copula and co-occurring with its Theme in the accusative, i.e., the 
o-VN-da construction. This is a replication of Sato (2011). This paper differs from Sato’s 
(2011) method in that it used Google’s Advanced Search and confined the expressions to 
what was exactly matching (‘Find web pages that have this exact wording or phrase’). The 
verbal nouns in the carrier frame of ‘o VN da’ (that is, the verbal noun in question preceded 
by an accusative marker and followed by the copula da) were searched for and, if there 
were any web pages that contained the expression in question within the first 20 results, 
the verbal noun in question was designated as ‘used’. If the expression in question did not 
appear in the first 20 results, the verbal noun in question was designated as ‘not used.’ Of 
the sample of 468 verbal nouns, 392 verbal nouns (83.7%) were confirmed as ‘used.’ This 
figure was close to the occurrence of the construction with a VN followed by –tyuu ‘during’ 
and co-occurring with its Theme in the accusative, i.e., the o-VN-tyuu construction, a 
construction widely accepted in the literature. There were 408 verbal nouns (87.2%) found 
‘used’ in this o-VN-tyuu construction. This shows that the o-VN-da construction is equally 
as frequently used as the o-VN-tyuu construction and is by no means a marginal expression 
in Japanese.
